
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：  一般社団法人  慈恵会  疾病予防施設  慈恵クリニック                                   

受審施設の概要  

慈恵クリニックは、一般社団法人慈恵会が運営する健診専門施設で、青森県青森市にある。  

1997年に健診専門施設として開設し、徒歩２分に位置する関連の青森慈恵会病院とも連携し

て各種健診を実施している。  

 フロアは十分な広さを有し複数の待合室も整備されている。また整理整頓や清潔が保たれ、

快適な受診環境を提供できている。  

青森市郊外に位置し、交通アクセスとしては近くにバス停もあるが、健診専用駐車場の整

備や無料の送迎サービスも行われていて、受診者の利便性に配慮している。  

年間の受診者数は、一日ドック約 1,200人、二日ドック 13人、その他の健診が約 25,000人で

ある。 2005年に初回の認定を受け、今回が３回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

組織運営に関する基本的事項は、概ねクリニック独自で整備され、病院本院とは独立した

運営が適切に行われている。  

理念と基本方針は「ミッション・ビジョン」として定められ、受診者と職員双方に周知さ

れている。  

個人情報保護に向けては、委員会でマニュアルを作成している。個人情報保護方針は、事

前送付の問診票からも QRコードによりアクセス可能である。開示の手順を定め、問い合わせ

窓口も明確である。  

就業規則は、法人全体で一括した整備管理がされている。倫理規程はホームページにも掲

載され、ハラスメントに関する相談窓口が設置されている。  

健診施設独自の６年計画があり、「選ばれる健診施設への飛躍」「ワーストの多い青森県

の各種健康指標向上」を目指して、詳細な運営計画が策定されている。中期計画に基づき、

年度計画を策定している。  

組織図では、各部門の責任者をはじめ、指揮命令系統が明確である。会議・委員会一覧表

には、委員会の目的や参加義務者が記載されている。  

医師の体制は、常勤専任医師１名を中心に、病院兼務医師１名（婦人科）、非常勤医師６

名で構築されている。入職時の資格や本人確認は、法人本部で原本により行われている。人

間ドック認定医は取得されているが、今後は、各種専門資格を保有する医師の積極的な関与

にも期待する。  

医師以外の医療職は、保健師３名、看護師７名、診療放射線技師５名、臨床検査技師４名

が常勤で体制を構築している。資格については、人間ドックアドバイザー２名、検診マンモ

グラフィ撮影認定技師１名、超音波検査士１名が常勤で所属している。事務職員は 18名の体

制で、業務の詳細な分掌表を作成して責任体制を明確にしている。  

年間の教育計画があり、毎月１回テーマを決めて施設職員が講師を務め研修会が行われて

いる。加えて、法人や病院の教育プログラムにも積極的に参加し、伝達講習がされている。

不参加者への対応も適切である。  

医療安全と感染防止の管理体制は、委員会の開催やマニュアルの作成等適切である。イン

シデントの実態を分析し、再発防止対策を検証する仕組みがある。感染性廃棄物の処理や保

管状況は、最終保管庫の管理も含めて適切である。  

安全衛生管理体制は、産業医と衛生管理者を選任し、職員の健康診断実施に加え、メンタ



ル不調者が相談できる窓口も設置されている。災害対策は、消防訓練実施の他、土砂災害に

対応した独自のマニュアルが自治体と連携して作成されている。  

情報の管理体制は、委員会を設置し、規程とマニュアルを作成している。健診システムへ

のアクセスは、個人ごとのパスワードで制限され、サーバーの設置状況や管理も適切である。  

薬剤・診療材料の管理体制は、救急カートの管理も含めて、棚卸しや有効期限の確認が適

切になされている。委託業務の管理は、年一回業者再選作業を行う他、チェックリストによ

る業務評価もなされている。  

高齢者や障害者等、配慮が必要な受診者への対応については、全館バリアフリーで、多目

的トイレも設置され、車椅子用の動線も確保されている。スムーズに筆談できる体制も構築

できている。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

保険者や事業所担当者との契約に関する打合せ内容は詳細に記録されている。  

予約・受付、収受会計のマニュアルがある。入金票や日報は担当者と責任者によりダブル

チェックが行われ、会計報告は毎月の運営会議で行われている。  

日本人間ドック学会が提示する基本検査項目は適切に実施されており、任意検査項目に関

しても運営会議で定期的に見直しの検討がされている。  

受診環境については、女性医師と女性技師を配置したレディース健診日を設けている他、

女子更衣室を拡張し個室やパウダールームを設置するなど女性に配慮した改善が行われてい

ることは評価できる。また、健診フロアに総合案内を設置し、コーディネーターとして常時

看護師を配置している。受診に関する質問にも答えられる体制が構築されていて、安心でス

ムーズな検査に繋がっている。  

ほとんどの検査が個室で行われプライバシーには十分配慮されているが、視力や血圧の検

査はオープンスペースで行われているのでさらなる配慮に期待する。また、検査中は番号で

呼ぶ仕組みが構築されている。  

事前送付書類の内容は適切で、ホームページも定期的に改訂されており、受診者の質問・

相談に対応するマニュアルも作成されているが、 Q&Aのまとめがホームページで公表されてい

るとさらに充実したものとなる。受診者の既往歴やアレルギーなどの情報はシステムに記録

されており、事前にスタッフ間で共有されている。トイレのナースコールが設置され前回受

審時より改善されているが、 BLS研修の定期的な実施に向けては検討を望む。  

検体検査は外部委託となっているが、生理・画像などの各種検査の業務マニュアルは適切

で外部のサーベイにも参加し、精度管理体制は確立されている。  

画像などの読影は、外部の専門医師に委託契約をしており、胸部Ｘ線検査、上部消化管Ｘ

線検査、マンモグラフィ検査は二重読影が実施されている。心電図の判定は循環器内科医、

眼底写真は眼科医が判定しており、読影・判定の体制は確立している。  

保健師による医療面接が検査の前に適切に実施されている。  

医師による結果説明は、検査終了後に実施する体制は確立されているが、実施率は 60％前

後と改善されていない。さらなる実施率の向上に向けた工夫が必要である。  

保健指導は、３名の保健師（うち人間ドックアドバイザー２名）により、マニュアルに則

り実施されている。実施記録の次年度活用に向けたシステムへの入力や管理栄養士の配置等

については引き続き検討を期待したい。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の要望を把握する体制については、ご意見箱は３か所に設置しており、アンケート

調査も１か月かけて 120名の受診者に行い、 72％の回収率を得、前回の回収率から大きく改善



されている。  

フォローアップについては、マニュアルが作成され、未受診者には３か月後に受診勧奨が

行われている。フォローアップの体制は、今回の受審を機に改善され、精検受診率も徐々に

向上してきてはいるが、さらなる受診勧奨の工夫と受診把握方法の検討を望む。  

健診結果の分析体制については、受診者統計は作成されており、日本人間ドック学会や日

本消化器がん学会の実施する調査にも参加している。人間ドック学会においても調査結果を

報告している。  

受診者に向けた情報提供としては、健診フロアに保健師作成の健康情報を多数掲示してい

る他、「健診結果ガイドブック」を独自で作成して受診者全員に配布している。健診結果の

見方、検査の説明、青森県の最新の健康状況等内容が多彩で情報量も多く分かりやすい構成

で評価できる。また、法人が主催するイベントには、アルコールやたばこの害について体験

学習ができる健康啓発ブースを出店している。  

健康経営に向けた取り組みでは、渉外活動の内容を詳細に記録して、要望やクレームに関

するデータベースが作成されている。一部の保険者とは、定期的な情報交換会や健保毎の健

診結果の分析評価の提供を行い、保健師による出張健康講話も行われている。  

業務改善の体制では、施設・部署・個人ごとに毎年詳細な目標設定がされている。 KPI指標

を定め、達成度の評価も確実に行われている。法人全体でも業務改善の取り組みが活発で、

関連施設による改善報告会も開催されている。さらに毎月、月間目標として強化項目を設定

し、その行動指針に沿った取り組みが顕著だった職員を表彰する制度もある。施設全体での

改善意欲が旺盛であることは評価に値する。  

 

総括  

法人グループ内の予防医療部門を担当する施設であるが、施設独自の取り組みが多く、収

支も含めて独立した計画的な運営が行われている。  

目標管理や改善に向けた取り組みも積極的で、地域住民との交流も活発である。女性受診

者への配慮を含め受診者目線の取り組みも多い。また、青森県の健康指標が低いことについ

て健診施設として危機感を持ち、健診事業に真摯に取り組んでいることは評価したい。  

一方で、結果説明の実施率向上や専門医の健診への関与、またフォローアップ体制充実に

向けては、まだ改善の余地があり、今後は病院との連携強化も含めた、さらなる取り組みに

期待する。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日   2022 年  5 月  12 日  

認定承認日  2022 年  5 月  28 日  

 

 

 


